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国
文
学
研
究
資
料
館
の
正
門
を
入
る

と
す
ぐ
左
側
に
亭
々
と
茂
る
槙
の
樹
が

並
び
立
っ
て
い
る
。
す
が
す
が
し
い
常

緑
の
姿
は
四
季
を
通
じ
て
変
る
こ
と
が

な
い
が
、
春
ｌ
年
度
末
と
い
う
言
い

方
が
公
務
員
に
は
相
応
し
い
か
ｌ
と

も
な
れ
ば
今
年
も
ま
た
地
味
に
さ
り
げ

な
く
色
艶
が
増
す
よ
う
で
あ
る
。
か
つ

て
肥
後
熊
本
藩
主
細
川
家
の
拝
領
屋
敷

で
あ
っ
た
こ
の
風
致
地
区
に
こ
の
機
関

が
設
立
さ
れ
て
か
ら
数
え
て
二
十
三
年

間
、
多
く
の
先
輩
が
研
究
と
業
務
に
精

進
さ
れ
成
果
を
挙
げ
て
去
っ
て
行
か
れ

た
。
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
方
、
Ｏ
Ｂ

と
し
て
館
外
に
あ
っ
て
御
後
援
し
て
戴

い
て
い
る
方
々
の
こ
と
を
想
う
。
私
も

ま
た
畏
友
新
井
栄
蔵
教
授
（
研
究
情
報

部
長
）
と
共
に
停
年
を
迎
え
、
こ
の
地

を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
井
さ
ん
は

槙
の
樹
の
蔭
で

多
く
の
方
々
に
お
世
話
な
っ
た
。
と

り
わ
け
て
資
料
館
の
業
務
の
中
心
で
あ

る
国
文
学
古
典
籍
の
調
査
と
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
撮
影
に
つ
い
て
各
地
の
図
書

館
・
文
庫
、
社
寺
、
の
所
蔵
者
、
ま
た

地
元
の
国
文
学
者
の
御
協
力
を
得
た
。

国
文
学
界
は
地
方
の
組
織
に
強
く
、
各

地
の
県
や
市
に
地
元
の
国
文
学
者
の
学

会
、
研
究
会
が
あ
っ
て
、
資
料
館
の
仕

事
を
後
援
し
て
下
さ
っ
た
。
秋
の
講
演

い
さ
さ
か
健
康
を
害
し
て
お
ら
れ
る
の

で
と
り
あ
え
ず
私
が
代
表
し
て
退
官
の

御
挨
拶
に
代
え
て
二
十
二
年
間
の
夢
物

語
、
よ
し
な
き
こ
と
を
書
き
綴
る
こ
と

に
な
っ
た
。
い
ず
れ
健
康
を
回
復
さ
れ

て
か
ら
新
井
さ
ん
も
筆
を
と
ら
れ
る
こ

と
と
思
う
。

ハ
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会
は
毎
年
、
東
京
以
外
の
地
で
開
催
し
元
の
新
聞
の
雑
報
記
者
も
参
加
し
、
そ

す
で
に
十
三
回
に
及
ぶ
。
京
都
に
は
じ
の
背
景
に
は
小
、
中
、
高
の
国
語
教
育

ま
り
福
岡
、
仙
台
、
名
古
屋
、
金
沢
、
に
関
係
さ
れ
る
多
く
の
先
生
方
が
お
ら

愛
媛
、
島
根
、
熊
本
、
札
幌
、
大
阪
、
れ
る
。
こ
の
様
な
学
術
研
究
の
た
め
の

山
形
、
広
島
と
廻
っ
て
昨
年
再
び
京
都
集
ま
り
が
全
国
津
々
浦
々
に
拡
が
り
資

で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
都
度
、
会
場
の
料
館
の
事
業
を
後
援
し
て
下
さ
っ
て
い

設
営
や
連
絡
、
宣
伝
な
ど
各
地
の
国
文
る
の
だ
。
御
後
援
戴
い
た
各
地
の
国
文

学
者
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の
個
々
学
者
の
方
々
へ
の
感
謝
、
と
そ
れ
に
重

の
方
の
御
好
意
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
ね
て
私
は
郷
里
の
熊
本
、
ま
た
長
い
間

各
地
の
国
文
学
者
の
学
会
等
の
組
織
が
お
世
話
に
な
っ
た
金
沢
の
国
文
学
者
諸

根
付
い
て
い
る
こ
と
を
有
難
い
と
思
っ
兄
姉
へ
の
御
挨
拶
を
こ
こ
に
記
さ
せ
て

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
か
つ
て
文
部
戴
き
た
い
。
学
術
、
文
化
と
い
う
と
と

省
初
等
中
等
教
育
局
に
勤
務
し
、
教
科
か
く
中
央
の
都
会
の
学
者
、
文
化
人
の

書
関
係
の
仕
事
で
各
地
の
小
、
中
、
高
活
動
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ

校
に
出
張
し
た
経
験
が
あ
る
。
そ
の
時
、
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
出
版
社
の
宣

県
・
市
の
教
育
委
員
会
の
組
織
、
全
国
伝
の
上
だ
け
の
こ
と
、
真
の
学
問
に
お

に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
教
育
行
政
の
ネ
ッ
い
て
は
各
地
の
県
、
市
、
町
、
村
で
の

ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
と
細
か
さ
に
驚
い
た
研
究
活
動
が
中
央
の
政
府
の
役
人
や
都

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
行
政
の
組
織
市
の
学
者
に
従
属
す
る
必
要
は
全
く
な

で
あ
る
が
、
学
術
研
究
の
た
め
の
各
地
い
。
江
戸
時
代
か
ら
の
文
化
を
継
承
す

の
国
文
学
者
の
組
織
も
全
国
に
隈
な
く
る
地
方
の
生
活
に
根
ざ
し
た
学
術
文
化

結
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核
は
大
学
、
活
動
が
重
要
で
あ
る
。
都
会
を
さ
ま
よ

短
大
勤
務
の
研
究
者
で
あ
ろ
う
が
、
郷
う
根
無
草
の
学
者
だ
け
に
注
目
す
る
弊

土
史
家
や
図
書
館
・
文
庫
の
職
員
、
地
風
を
改
め
た
い
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て

へ
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西
欧
諸
国
に
追
い
つ
こ
う
と
ひ
た
走
り

に
走
っ
た
後
進
国
コ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
か

ら
ま
だ
脱
却
し
き
れ
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。他

者
に
学
ぶ

資
料
館
の
活
動
に
お
い
て
は
、
国
文

学
界
、
国
文
学
者
が
中
心
で
あ
る
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
図
書
館
界
、
情
報
処

理
学
界
と
い
っ
た
他
者
ｌ
異
文
化
、
別

世
界
ｌ
と
の
交
流
が
必
須
で
あ
っ
た
。

旧
い
国
文
学
者
の
体
質
で
は
コ
ム
ピ
ュ
ー

タ
は
勿
論
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
一
巻

の
扱
い
、
そ
の
整
理
利
用
の
方
法
さ
え

分
か
ら
な
い
。
ま
た
国
文
学
研
究
そ
の

も
の
に
つ
い
て
も
文
壇
や
図
書
館
界
、

そ
の
ほ
か
国
文
学
界
以
外
の
世
界
に
多

く
の
す
ぐ
れ
た
国
文
学
研
究
家
、
愛
好

家
が
存
在
す
る
。
所
謂
（
職
業
）
国
文

学
者
だ
け
が
国
文
学
を
研
究
し
て
い
る

訳
で
は
な
い
。
一
種
の
新
し
い
図
書
館

で
も
あ
る
資
料
館
の
仕
事
に
従
事
し
て
、

私
は
す
ぐ
れ
た
他
者
と
の
出
会
い
を
実

感
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

他
者
を
理
解
し
た
者
が
は
じ
め
て
自
ら

を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
独
り
善
が
り
は
や
め
よ
う
。
秋
に

開
催
さ
れ
る
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

も
、
私
は
国
文
学
研
究
の
発
展
で
あ
る

と
同
時
に
、
国
文
学
者
の
よ
り
抱
擁
力

の
あ
る
体
質
を
形
成
す
る
た
め
の
催
し

と
受
け
と
め
て
い
る
。
若
い
外
国
人
研

究
者
の
広
い
視
野
と
自
由
な
発
想
は
魅

力
的
だ
。
他
者
と
の
交
流
の
中
で
国
文

学
者
の
体
質
を
改
善
し
て
ゆ
く
こ
と
も

国
文
学
研
究
資
料
館
設
立
の
大
き
な
副

産
物
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
本
・
日
本
人
像

資
料
館
に
は
外
国
人
研
究
員
（
客
員

教
授
）
の
制
度
が
あ
っ
て
著
名
な
日
本

学
研
究
者
が
滞
在
さ
れ
る
。
そ
の
最
初

の
研
究
員
は
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
教
授

で
あ
っ
た
。
私
は
整
理
閲
覧
部
に
所
属

し
て
い
た
の
で
、
資
料
を
利
用
さ
れ
る

こ
の
先
生
に
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。

ま
こ
と
に
幸
運
な
役
得
で
あ
っ
た
。

先
生
は
い
つ
も
に
こ
や
か
に
、
つ
い

ち
ょ
っ
と
し
た
お
話
が
素
晴
ら
し
く
魅

力
的
で
心
に
残
っ
た
。
た
だ
一
度
だ
け

私
は
先
生
が
激
し
い
い
き
ど
お
り
を
感

じ
ら
れ
た
場
面
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
資
料
館
へ
の
出
勤
の
途
次

た
ま
た
ま
御
一
緒
に
な
っ
た
地
下
鉄
の

中
で
起
っ
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
直
後
で
、
乗

客
は
ま
ば
ら
で
二
三
の
空
席
が
み
ら
れ

た
。
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
う
ち
に
、

先
生
は
何
故
か
い
ら
い
ら
し
た
様
子
で

車
輌
の
棚
の
あ
ち
こ
ち
を
見
廻
し
始
め

ら
れ
た
。
棚
の
上
に
は
乗
客
が
棄
て
た

R
～_

新
聞
や
週
刊
誌
が
散
乱
し
、
バ
ラ
ノ
、

に
な
っ
た
色
刷
り
の
新
聞
紙
が
め
く
れ

返
っ
て
床
い
つ
ぱ
い
に
散
り
、
乱
れ
た

情
景
で
あ
る
。
確
か
に
散
ら
か
っ
て
汚

い
が
、
し
か
し
こ
の
コ
ー
ス
を
多
年

ｌ
停
年
ま
で
ｌ
通
勤
す
る
私
と
し

て
は
こ
れ
は
日
常
茶
飯
事
の
風
景
で
何

の
感
じ
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
こ
の
地
下

鉄
の
棚
の
汚
な
さ
、
そ
れ
に
多
分
、
そ

の
汚
な
さ
に
慣
れ
き
っ
て
い
る
私
を
ふ

く
め
た
乗
客
の
無
関
心
が
い
け
な
か
っ

た
の
だ
。
先
生
の
心
を
傷
つ
け
た
の
で

あ
る
。
激
し
い
怒
り
の
表
情
で
先
生
は

床
の
新
聞
紙
を
全
部
、
御
自
身
で
拾
っ

て
廻
ら
ん
ば
か
り
の
気
配
を
み
せ
ら
れ

た
。
「
本
田
さ
ん
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

地
下
鉄
は
い
く
ら
汚
れ
て
も
い
い
ん
で

す
。
日
本
は
き
れ
い
で
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
困
り
ま
す
。
」
と
仰

言
っ
た
先
生
の
こ
の
時
の
興
奮
ぶ
り
を

私
は
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
隅
々

ま
で
掃
き
清
め
ら
れ
た
日
本
の
町
や
村
、

清
浄
な
神
社
、
仏
閣
の
境
内
、
手
を
洗

い
、
口
を
漱
い
で
合
掌
す
る
日
本
人
の

姿
を
先
生
は
イ
メ
ー
ヂ
さ
れ
て
お
ら
れ

る
。
極
東
の
愛
す
べ
き
国
、
日
本
の
文

学
を
世
界
に
紹
介
す
る
こ
と
を
天
職
と

考
え
て
お
ら
れ
る
先
生
の
日
本
文
学
研

究
の
原
点
に
こ
の
清
浄
な
日
本
、
日
本

人
像
が
あ
っ
た
の
だ
。
私
は
騒
々
し
い

R
ー~

以
上
、
館
外
向
け
の
御
挨
拶
が
主
と

な
っ
た
。
勿
論
、
館
内
の
教
職
員
の
皆

さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
無
事
に
停
年
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
、
一
重
に
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
あ
る
。

こ
の
国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
文
部
教

官
三
種
類
（
国
文
学
者
、
国
史
学
者
、

情
報
処
理
学
者
）
、
文
部
事
務
官
二
種

類
（
庶
務
会
計
の
事
務
官
、
司
書
職
の

事
務
官
）
の
教
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
。

昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
私
の
昔
の
言
葉
で

駄
酒
落
を
言
え
ば
「
五
族
協
和
」
、
近

年
は
「
多
国
籍
企
業
」
と
い
う
の
が
流

行
し
て
い
る
。
事
ほ
ど
左
様
に
そ
れ
ぞ

れ
専
門
、
職
種
に
よ
っ
て
価
値
観
が
異

な
る
の
で
あ
る
。
ど
う
ぞ
仲
好
く
や
っ

て
ほ
し
い
。
今
は
連
合
の
時
代
で
あ
る
。

他
者
の
存
在
が
お
互
い
に
プ
ラ
ス
に
働

く
様
で
あ
れ
ば
旧
地
主
の
細
川
様
も
お

慶
び
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
、
五
十
年
経
っ

た
。
私
は
ま
こ
と
に
有
難
い
平
和
の
時

代
を
江
戸
文
芸
を
読
ん
で
過
す
こ
と
が

出
来
た
。
戦
後
、
民
主
化
の
動
き
の
中

で
新
た
に
日
本
の
各
地
で
結
成
さ
れ
た

二
十
有
余
の
各
種
の
国
文
学
会
の
悲
願

生
活
の
中
で
す
っ
か
り
風
化
し
て
し
ま
っ

た
私
の
中
の
日
本
人
の
心
を
か
え
り
み

て
反
省
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
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平
成
五
年
十
一
月
十
一
日
（
木
）
と

十
二
日
（
金
）
に
、
第
十
七
回
国
際
日

本
文
学
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
研

究
発
表
と
公
開
講
演
は
、
次
の
ご
と
く

で
あ
る
。

【
研
究
発
表
】

○
項
青
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
）
浦
島

説
話
と
「
柳
毅
伝
」
１
両
作
品
の
文
学

表
現
と
神
仙
道
教
思
想
の
受
容
に
つ
い

て
Ｉ
○
ニ
ー
ル
ス
・
ギ
ュ
ル
ベ
ル
ク

氏
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
講
師
）
中
世
文

学
に
於
け
る
誹
式
の
意
義
○
小
島
班

祖
氏
（
琉
球
大
学
教
授
）
雪
の
サ
ン
タ

マ
リ
ア
ー
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
と
し
て
の

「
天
地
始
ま
り
の
事
」
の
比
較
文
学
的

展
望
Ｉ
○
王
建
康
氏
（
復
旦
大
学
講

師
）
近
世
怪
異
説
話
に
お
け
る
隠
里
、

仙
人
と
中
国
道
教
○
ス
ゥ
ワ
ッ
タ
ナ
ー
・

オ
ン
シ
リ
氏
（
墓
泉
学
芸
大
学
大
学
院
）

羽
衣
説
話
の
変
容
の
研
究
Ｉ
草
双
紙
・

タ
イ
国
仏
教
説
話
を
中
心
に
Ｉ
○
李

が
か
な
え
ら
れ
て
こ
の
国
文
学
研
究
資

料
館
の
設
立
と
な
っ
た
。
人
も
人
の
組

織
も
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
背
負
っ
て
前

進
す
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
か
ら
遊
離

し
た
一
時
の
思
い
つ
き
は
ど
れ
程
立
派

な
考
え
で
あ
っ
て
も
実
現
し
な
い
。
実

第
十
七
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

樹
果
氏
（
南
開
大
学
教
授
）
馬
琴
の
水

涛
観
○
曽
秋
桂
氏
（
屏
東
技
術
学
院

助
教
授
）
「
雲
」
に
託
す
鴎
外
と
漱
石

の
思
い
ｌ
「
青
年
」
と
『
三
四
郎
』
と

の
比
較
を
通
し
て
１
○
青
山
友
子
氏

（
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
講
師
）
デ
ィ

レ
ッ
タ
ン
ト
考
ｌ
木
下
杢
太
郎
の
場
合

を
中
心
に
’
○
申
銀
珠
氏
（
お
茶
の

水
女
子
大
学
大
学
院
）
八
朝
鮮
Ｖ
か
ら

見
た
中
野
重
治
Ｉ
植
民
地
知
識
人
の
自

画
像
を
求
め
て
Ｉ
○
潟
沼
潤
氏
（
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
立
大
学
大
学
院
）
三

島
由
紀
夫
の
『
葵
上
」
を
解
読
す
る

【
公
開
講
演
一

○
バ
ー
バ
ラ
・
ル
ー
シ
ュ
氏
（
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
教
授
・
国
文
学
研
究
資
料
館

客
員
教
授
）
女
性
の
出
家
と
古
典
文
学
ｌ

日
本
と
西
洋
Ｉ
○
宮
次
男
氏
（
実
践

女
子
大
学
教
授
）
文
学
と
絵
画
の
出
会

い
ｌ
中
世
絵
画
に
み
る
文
芸
性
Ｉ

現
し
て
も
短
命
に
終
る
。
先
輩
の
国
文

学
者
の
活
動
の
長
い
歴
史
を
受
継
い
で

国
文
学
研
究
資
料
館
が
こ
の
槙
の
大
樹

の
よ
う
に
素
朴
で
暹
し
く
い
つ
ま
で
も

色
鮮
や
か
に
栄
え
る
こ
と
を
祈
り
た
い

と
思
う
。

へ

大
津
市
坂
本
西
教
寺
正
教
蔵
文
庫

天
台
真
盛
宗
総
本
山
、
戒
光
山
兼
法

勝
西
教
寺
は
、
聖
徳
太
子
の
創
建
と
伝

え
、
平
安
時
代
に
元
三
大
師
や
恵
心
僧

都
が
入
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
恵
鎮
の
大

乗
円
頓
戒
復
興
の
舞
台
と
な
り
、
文
明

年
間
に
真
盛
上
人
に
よ
っ
て
不
断
念
仏

の
道
場
と
し
て
再
興
さ
れ
た
。
信
長
の

比
叡
山
焼
打
後
、
明
智
光
秀
の
手
で
再

建
さ
れ
、
光
秀
一
族
の
墓
が
あ
る
こ
と

で
も
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
叡
山
文

庫
真
如
蔵
・
日
光
天
海
蔵
と
並
ぶ
天
台

聖
教
の
蔵
書
・
正
教
蔵
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
明
治
一
二
年
に
比
叡
山
西
塔
北
谷

の
正
教
坊
住
持
稲
岡
堯
如
に
よ
り
寄
進

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
典
籍
の
大

多
数
に
は
「
芦
浦
観
音
寺
舜
興
蔵
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
情
を
概
述
す

る
と
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
ろ
う
。

比
叡
山
焼
打
時
、
正
教
坊
住
持
の
詮

舜
は
、
兄
賢
珍
を
頼
り
琵
琶
湖
東
岸
の

芦
浦
観
音
寺
に
難
を
逃
れ
た
。
詮
舜
は

後
に
兄
の
後
を
継
ぎ
観
音
寺
住
持
と
な

り
、
施
薬
院
全
宗
・
正
覚
院
豪
盛
と
共

に
叡
山
復
興
に
奔
走
し
た
。
一
方
、
正

教
坊
は
詮
舜
の
法
弟
、
豪
運
が
継
い
だ
。

そ
の
豪
運
の
法
資
で
、
詮
舜
の
遠
縁
に

あ
た
る
の
が
舜
興
で
あ
る
。
舜
興
は
、

初
め
朝
運
と
名
乗
り
、
元
和
二
年
に
正

文
庫
紹
介
⑲ ~、

教
坊
を
継
ぎ
、
寛
永
二
年
に
は
観
音

寺
に
移
り
、
寛
文
二
年
に
同
寺
で
没
し

た
（
七
○
歳
）
。
正
教
蔵
に
は
、
西
教

寺
や
正
教
坊
の
伝
来
本
、
ま
た
そ
の
他

の
蔵
と
思
わ
れ
る
も
の
の
混
入
例
も
若

干
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
半
は
舜

興
の
観
音
寺
在
住
中
に
書
写
・
収
集
さ

れ
た
も
の
で
、
正
教
坊
朝
運
の
時
代
に

集
め
た
も
の
も
あ
り
、
正
教
蔵
は
舜
興

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
し
て
よ
か
ろ

う
。
舜
興
の
収
書
の
動
機
は
、
東
に
お

け
る
天
海
僧
正
の
場
合
と
同
様
で
、
山

門
の
典
籍
焼
失
を
補
う
も
の
と
想
像
さ

れ
る
。
正
教
蔵
が
観
音
寺
か
ら
正
教
坊

に
移
っ
た
の
は
延
宝
頃
と
さ
れ
る
。
上

の
ご
と
き
両
寺
の
関
係
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

正
教
蔵
の
個
々
の
典
籍
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
全
体
像

に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
義
氏
「
文
献
調

査
と
そ
の
資
料
性
ｌ
西
教
寺
・
正
教
蔵

本
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
「
平
成
四
年
度
国
文

学
研
究
資
料
館
繍
演
集
Ｍ
国
文
学
研
究
Ｉ
資
料
と

悩
報
Ｉ
」
）
に
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。
当

館
で
は
、
昭
和
五
六
年
か
ら
平
成
四
年

ま
で
の
約
二
二
○
○
点
の
調
査
結
果
に

基
づ
き
、
平
成
元
年
か
ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
撮
影
を
行
い
、
現
在
八
三
○
点
約

八
万
コ
マ
を
収
集
し
て
い
る
。

（
文
献
資
料
部
樹
下
文
隆
）
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室
町
時
代
に
お
け
る

万
葉
集
研
究

小
川
靖
彦

当
共
同
研
究
は
、
岩
下
武
彦
（
東
京

女
子
大
学
、
研
究
代
表
者
）
、
千
艘
秋

男
（
東
洋
大
学
）
、
江
富
範
子
（
京
都

女
子
大
学
）
、
石
神
秀
美
（
鶴
見
大
学
、

深
沢
眞
二
（
和
光
大
学
）
、
杉
田
昌
彦

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
）
、

小
川
靖
彦
（
当
館
助
手
）
の
七
名
で
構

成
さ
れ
た
。

当
共
同
研
究
は
、
鎌
倉
時
代
の
仙
覚
、

江
戸
時
代
の
契
沖
の
万
葉
集
研
究
の
間

に
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
充
分
に
光
の
当

て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
三
条
西
実
隆
・

宗
祇
ら
に
よ
る
、
室
町
時
代
の
万
葉
集

研
究
を
、
万
葉
集
研
究
者
と
中
．
近
世

文
学
研
究
者
の
協
力
に
よ
り
、
こ
の
時

代
の
和
歌
・
連
歌
・
歌
学
・
古
典
研
究

の
全
体
状
況
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
検
討

し
直
す
こ
と
を
最
終
的
な
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
共
同
研
究
期
間
内
に

お
い
て
は
、
当
館
に
所
蔵
さ
れ
る
三
条

西
実
隆
自
筆
の
万
葉
部
類
書
．
葉
抄
』

（
巻
二
、
巻
三
前
半
か
ら
な
る
残
閾
本
）

の
翻
刻
・
校
訂
及
び
そ
の
万
葉
集
の
訓

読
の
検
討
等
の
基
礎
的
研
究
を
当
面
の

ｌ
共
同
研
究
報
告
Ｉ

課
題
と
し
た
。

共
同
研
究
期
間
内
に
七
回
の
研
究
会

を
開
く
と
と
も
に
、
三
葉
抄
」
の
諸

本
（
京
都
大
学
図
書
館
本
・
お
茶
の
水

図
書
館
本
等
）
の
集
中
的
な
調
査
を
行
っ

た
。
当
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
は
以
下

の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
当

館
所
蔵
の
三
条
西
実
隆
自
筆
本
三
葉

抄
」
に
つ
い
て
は
、
書
誌
・
本
文
の
調

査
を
一
応
終
え
、
翻
刻
を
ほ
ぼ
完
成
さ

せ
た
。
「
一
葉
抄
』
の
翻
刻
・
校
訂
は
、

既
に
宮
内
庁
書
陵
部
本
を
底
本
と
す
る

渋
谷
虎
雄
氏
の
業
績
が
あ
る
が
（
「
中

世
万
葉
集
研
究
」
所
収
、
但
し
自
筆
本

に
つ
い
て
は
写
真
版
に
よ
る
調
査
）
、

当
共
同
研
究
の
複
数
の
眼
に
よ
る
原
本

調
査
に
基
づ
く
翻
刻
は
渋
谷
氏
の
研
究

を
多
少
な
り
と
も
前
進
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
自
筆

本
の
補
修
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
こ
と

も
確
認
し
た
。
第
二
に
、
諸
本
の
自
筆

本
相
当
箇
所
の
調
査
を
通
じ
て
、
諸
本

中
、
京
都
大
学
図
書
館
本
が
重
要
な
伝

本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
但
し
、

自
筆
本
と
京
都
大
学
図
書
館
本
の
間
に

は
最
低
一
本
の
介
在
が
考
え
ら
れ
る
）
。

ま
た
、
お
茶
の
水
図
書
館
本
に
つ
い
て

角
、

も
こ
種
類
の
本
か
ら
な
る
合
冊
で
あ
る

と
い
う
特
異
な
成
り
立
ち
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
京
都
大
学
図
書
館
本
・
お
茶

の
水
図
書
館
本
に
つ
い
て
は
自
筆
本
相

当
箇
所
の
調
査
が
一
通
り
終
わ
り
、
現

在
翻
刻
中
で
あ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
本
に

つ
い
て
も
書
誌
的
調
査
を
行
っ
た
。
第

三
に
、
三
葉
抄
」
の
万
葉
集
訓
読
と

万
葉
集
諸
本
の
訓
読
の
対
照
を
部
分
的

に
試
み
、
宣
葉
抄
」
を
は
じ
め
と
す

る
室
町
時
代
の
万
葉
集
訓
読
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
性
を
確
認
し
た
。

万
葉
集
研
究
者
と
中
．
近
世
研
究
者

に
よ
る
共
同
研
究
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、

双
方
に
と
っ
て
極
め
て
刺
激
的
な
情
報

交
換
の
場
を
齋
ら
し
た
こ
と
も
、
当
共

同
研
究
の
成
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
最
後

に
言
い
添
え
て
お
き
た
い
。

軍
記
物
語
の

伝
本
に
つ
い
て
の
研
究

佐
伯
真
一

中
世
の
軍
記
物
語
諸
作
品
は
、
各
々

が
複
雑
な
系
統
に
分
か
れ
る
諸
本
を
有

す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の

研
究
の
中
で
、
そ
の
分
類
・
系
統
化
が

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
な
お
、
版
本
を

含
む
伝
本
個
々
に
即
し
た
研
究
は
十
分

に
公
開
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

本
研
究
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
、

ハ
ーー

将
来
的
に
は
「
軍
記
物
語
伝
本
書
目
」

（
仮
称
）
と
で
も
言
う
べ
き
、
現
存
諸

伝
本
を
一
覧
で
き
る
集
大
成
の
作
成
を

め
ざ
し
て
、
ま
ず
は
、
「
太
平
記
」
・

「
保
元
物
語
」
・
『
平
治
物
語
」
に
つ
い

て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ

ク
ロ
資
料
・
和
古
書
を
調
査
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。

正
規
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
長
谷
川
端

（
代
表
者
）
・
加
美
宏
・
日
下
力
・
牧
野

和
夫
・
長
坂
成
明
・
野
中
哲
照
及
び
佐

伯
の
他
、
武
田
昌
憲
・
小
秋
元
段
の
両

名
を
加
え
た
全
員
が
集
合
し
た
の
は
計

二
回
で
、
方
針
と
具
体
的
作
業
方
法
を

検
討
す
る
と
共
に
、
実
際
の
調
査
・
検

討
を
行
っ
た
。
そ
の
他
、
日
東
寺
慶
治

の
参
加
も
得
な
が
ら
、
共
同
研
究
メ
ン

バ
ー
が
随
時
来
館
し
て
具
体
的
な
調
査

を
進
め
、
上
記
三
作
品
の
館
蔵
資
料
に

つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
基
本
的
な
調

査
を
終
え
た
。
『
太
平
記
」
版
本
の
分

類
な
ど
、
従
来
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
分
野
に
つ
い
て
も
、
基
本

的
な
デ
ー
タ
の
集
積
か
ら
新
た
な
視
野

が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
将
来
の
展

望
に
向
け
て
基
礎
固
め
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

今
後
、
前
記
の
よ
う
な
上
記
三
作
品

の
伝
本
一
覧
の
刊
行
を
目
標
と
し
て
、

人
員
の
規
模
を
拡
大
し
、
科
学
研
究
費
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守
覚
法
親
王
の
儀
礼
と

学
問
・
芸
術
に
関
す
る
研
究

山
崎
誠

中
世
寺
院
に
於
け
る
儀
礼
研
究
の
重

要
性
は
、
最
近
各
分
野
で
認
識
さ
れ
始

め
て
い
る
。
文
学
の
分
野
に
於
い
て
は
、

和
漢
の
文
芸
作
品
の
製
作
・
利
用
・
享

受
が
な
さ
れ
る
場
と
し
て
の
仏
事
法
会
、

そ
の
唱
導
の
場
が
注
目
さ
れ
る
。
本
研

究
は
古
代
か
ら
中
世
へ
の
転
換
期
に
国

家
仏
教
の
頂
点
に
あ
っ
て
重
要
な
役
割

を
果
し
た
仁
和
寺
守
覚
法
親
王
の
編
纂

に
な
る
、
膨
大
な
仏
事
法
会
の
記
録
で

あ
る
仁
和
寺
蔵
紺
表
紙
小
双
紙
〔
仁
和

寺
守
覚
法
親
王
が
つ
か
さ
ど
り
関
与
し

た
宗
教
儀
礼
の
実
態
を
具
体
的
に
知
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

従
っ
て
後
白
河
時
代
の
願
文
・
表
白
を

中
心
と
し
た
漢
文
学
・
声
明
・
講
式
な

ど
仏
教
儀
礼
に
結
び
付
い
た
文
芸
の
研

等
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
企
画
と
し

て
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
。
個
々
の
写
本

や
版
本
の
刊
行
別
の
特
徴
を
明
記
し
、

冒
頭
部
や
奥
書
・
刊
記
部
分
な
ど
の
見

本
写
真
な
ど
も
備
え
て
、
机
上
の
作
品

研
究
に
も
、
ま
た
訪
書
旅
行
な
ど
に
も

役
立
つ
よ
う
な
伝
本
一
覧
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
、
参
加
者
全
員
の
念
願
で
あ

る
。

究
に
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
る
と
と

も
に
、
広
く
唱
導
・
芸
能
な
ど
の
宗
教

に
関
わ
る
中
世
初
期
文
化
を
解
明
す
る

上
で
も
極
め
て
重
要
な
資
料
で
も
あ
る
。

ま
た
美
術
史
・
建
築
史
・
芸
能
史
・
寺

院
構
造
史
な
ど
他
領
域
の
学
術
研
究
に

於
い
て
も
、
研
究
の
空
白
を
埋
め
得
る

極
め
て
有
益
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う

を
多
角
的
視
野
か
ら
研
究
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。

本
資
料
に
つ
い
て
は
数
年
前
よ
り
、

私
的
研
究
会
に
於
い
て
解
読
作
業
を
継

続
し
て
お
り
、
本
共
同
研
究
は
そ
の
仕

上
、
研
究
成
果
公
開
へ
向
け
て
の
実
作

業
を
中
心
と
し
た
共
同
研
究
と
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
守
覚
法
親
王
の
監
修
に

な
る
、
院
政
期
宗
教
文
化
の
集
大
成
で

あ
る
こ
の
紺
表
紙
小
双
紙
の
写
本
全
三

百
余
冊
を
整
理
復
元
し
て
、
正
確
な
校

勘
を
行
な
い
翻
刻
し
、
詳
細
な
解
題
を

加
え
た
資
料
集
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
共
同
研

究
で
は
数
回
に
亘
る
検
討
会
を
開
い
た

上
で
、
守
覚
法
親
王
の
関
わ
っ
た
具
体

的
な
仏
事
法
会
の
各
次
第
の
ま
と
ま
り

毎
に
、
そ
の
機
能
や
意
図
に
つ
い
て
、

年
代
推
定
を
含
め
て
詳
し
い
解
題
を
分

担
執
筆
し
た
。
会
場
の
差
図
に
つ
い
て

も
復
元
を
図
り
、
こ
れ
を
加
え
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
紺
表
紙
小
双
紙
を
解

へ

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の

和
歌
文
学
へ
の
応
用
に

関
す
る
研
究

北
村
啓
子

真
に
研
究
者
の
利
用
に
耐
え
る
検
索

シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
、
和
歌
文
学
を

対
象
に
歌
語
の
検
索
や
校
本
作
成
に
利

用
で
き
る
検
索
シ
ー
ル
の
あ
り
方
の
検

討
と
開
発
に
取
り
組
み
、
デ
ー
タ
の
格

納
方
法
と
検
索
機
能
の
両
方
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
っ
た
。

『
堀
河
百
首
」
は
、
和
歌
文
学
史
上

新
風
胎
頭
の
時
期
と
さ
れ
る
康
和
・
長

治
期
に
詠
進
さ
れ
た
最
初
の
応
制
百
首

読
す
る
た
め
の
法
会
の
様
式
・
堂
荘
厳
・

法
具
、
な
ら
び
に
声
明
・
唱
導
に
関
す

る
要
語
の
解
説
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
固

有
名
詞
の
詳
細
な
索
引
を
付
け
る
こ
と

と
し
た
。
か
く
し
て
計
画
通
り
、
一
応

平
成
六
年
度
内
に
出
版
の
手
筈
が
と
と

の
っ
た
。

当
館
所
蔵
の
各
地
寺
院
典
籍
の
文
献

情
報
を
利
用
照
合
し
な
が
ら
、
法
親
王

が
担
っ
た
院
政
期
宗
教
文
化
年
表
を
作

成
す
る
こ
と
は
、
時
間
の
制
約
も
あ
り

計
画
を
実
行
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
当
初
計
画
し
た
論
文
集
に
つ
い

て
も
、
く
つ
の
機
会
に
改
め
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。

~、

で
あ
り
、
今
後
の
院
政
期
及
び
中
世
の

和
歌
文
学
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
考
え
選
定
し
た
。
底
本
と
し
て
、

当
館
所
蔵
の
版
本
群
書
類
従
本
（
三
條

實
憲
氏
旧
蔵
本
）
を
使
っ
た
。

研
究
に
耐
え
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、

底
本
に
忠
実
に
翻
字
し
た
本
文
を
電
子

コ
ー
ド
化
し
た
。
さ
ら
に
検
索
を
意
識

し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
、
古
文
文
法
、

送
り
仮
名
、
用
字
法
、
異
体
字
の
統
一

な
ど
を
考
慮
し
翻
刻
を
施
し
た
校
訂
本

文
の
二
種
類
を
用
意
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
底
本
本
文
を
直
接
検
索
す
る
こ
と

と
、
校
訂
本
文
を
検
索
し
底
本
本
文
に

あ
た
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
「
堀
河
百
首
」
の
特
徴
で
あ

る
和
歌
配
列
の
規
則
性
を
活
か
し
、
部

立
・
歌
題
・
歌
人
名
を
す
べ
て
の
和
歌

に
デ
ー
タ
と
し
て
入
力
す
る
こ
と
な
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
個
々
の
和
歌
に
付
与
し

て
編
集
す
る
方
式
に
し
た
。

さ
ら
に
、
国
文
学
ら
し
い
検
索
の
機

能
と
し
て
、
係
り
結
び
関
係
の
検
索
、

活
用
語
の
活
用
形
も
含
ん
だ
検
索
、
異

表
記
辞
書
を
使
っ
た
検
索
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
、
底
本
本

文
と
校
訂
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
自
動
的
に
異
表
記
を
辞
書
化
す
る
試

み
も
行
っ
た
。

最
後
に
、
本
文
の
翻
字
・
翻
刻
に
際
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し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
電
子
コ
ー
ド
化
に

際
し
て
の
凡
例
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

今
ま
で
多
く
の
方
が
電
子
コ
ー
ド
テ
キ

ス
ト
を
作
成
す
る
際
に
遭
遇
し
た
と
思

わ
れ
る
種
々
の
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、

凡
例
と
し
て
明
文
化
す
る
こ
と
は
困
難

を
伴
っ
た
。
今
後
同
じ
道
を
歩
む
方
の

指
針
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

以
上
の
検
索
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
あ

た
っ
て
は
、
利
用
環
境
の
汎
用
性
を
重

要
視
し
、
デ
ー
タ
は
旨
の
‐
ロ
○
の
テ
キ
ス

ト
形
式
と
し
、
検
索
シ
ス
テ
ム
は
個
々

の
機
能
ご
と
の
シ
ー
ル
の
集
ま
り
と
し

て
実
現
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
定
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
束
縛

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
研
究
者
が
自
由
に

シ
ー
ル
を
組
合
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
研
究
者
自
身
に
よ
る

改
造
や
新
し
い
ツ
ー
ル
の
開
発
も
手
軽

に
行
え
る
よ
う
ツ
ー
ル
は
弓
の
１
（
文

字
列
処
理
機
能
の
強
力
な
フ
リ
ー
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
）
で
記
述
し
た
。

研
究
分
担
は
、
新
井
栄
蔵
（
当
館
教

授
）
の
ご
指
導
の
も
と
、
戸
谷
精
三

（
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
）

服
部
一
枝
（
日
本
橋
女
学
館
高
校
教
諭
）

が
翻
字
・
翻
刻
を
担
当
、
半
田
志
郎

（
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
）

北
村
啓
子
（
当
館
助
手
）
が
本
文
の
デ
ー

タ
入
力
、
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に

寛
永
期
版
本
の
序
賊

新
藤
協
三

文
学
書
が
出
版
物
の
形
で
広
く
世
に

流
布
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
近
世
に
入
っ

て
か
ら
で
、
慶
長
期
以
降
元
和
・
寛
永

期
に
は
、
仏
書
・
漢
籍
・
医
学
書
・
辞

書
な
ど
と
共
に
、
多
く
の
文
学
書
が
刊

行
さ
れ
た
。
本
研
究
は
、
こ
の
近
世
期

に
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
の
序
賊
・
刊
語

を
集
め
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

古
典
文
学
の
複
刻
や
新
作
出
版
の
際
に
、

ど
の
よ
う
な
人
物
が
如
何
に
関
っ
て
い

る
か
を
具
体
的
か
つ
総
合
的
に
把
え
て

も
っ
て
近
世
初
期
出
版
文
学
生
成
の
過

程
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

表
題
の
「
寛
永
期
版
本
」
は
、
寛
永
期

迄
の
版
本
の
意
で
あ
る
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
先
ず
国
文
学

研
究
資
料
館
収
集
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
の
中
か
ら
、
慶
長
・
元
和
・
寛
永
期

に
刊
行
さ
れ
た
作
品
を
抽
出
し
、
余
裕

が
あ
れ
ば
共
同
研
究
者
所
蔵
の
原
本

（
及
び
そ
の
複
製
物
）
や
、
館
の
相
互

利
用
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
紙

当
っ
た
。

本
研
究
は
来
年
度
も
継
続
の
予
定
で

あ
り
、
主
と
し
て
異
本
間
の
比
較
に
取

り
組
む
計
画
で
あ
る
。

へ

焼
写
真
類
に
ま
で
対
象
を
拡
げ
る
こ
と

に
し
た
。

調
査
の
方
法
は
、
独
自
の
カ
ー
ド
を

作
成
し
、
共
同
研
究
者
が
分
担
し
て
序

賊
と
刊
語
を
集
め
、
討
議
を
重
ね
つ
つ

対
象
と
す
る
人
物
を
定
め
、
当
時
の
日

記
な
ど
周
辺
の
資
料
を
用
い
な
が
ら
、

寛
永
期
迄
の
出
版
の
担
い
手
の
実
体
に

迫
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
第
一
段
階
と

し
て
、
と
り
敢
え
ず
当
館
に
収
ま
る
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
中
で
、
慶
長
か
ら

寛
永
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
文
学
書
の

う
ち
、
刊
記
を
有
す
る
作
品
二
七
○
点

余
を
調
査
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
日

時
を
決
め
て
集
ま
り
、
各
自
の
調
査
を

も
と
に
報
告
や
討
議
を
行
な
っ
た
の
は

次
の
四
回
で
あ
る
。
平
成
五
年
八
月
十

二
日
（
木
）
、
九
月
十
三
日
（
月
）
、
十

一
月
一
日
（
月
）
、
平
成
六
年
一
月
十

日
（
月
）
。
外
に
平
均
三
回
程
度
、
各

自
が
個
々
に
調
査
を
行
な
っ
た
。

結
果
的
に
は
、
序
賊
を
有
す
る
版
本

が
意
外
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
所
期
の

目
標
に
迫
る
ほ
ど
の
成
果
は
遂
げ
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
無
刊
記
本
の
中
か
ら
該

当
す
る
版
本
を
抽
出
す
る
な
ど
対
象
を

拡
大
す
る
こ
と
で
、
こ
の
方
法
論
は
有

効
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
に
は
達
し
た
。

R
ー

日
本
文
学
の
特
質

ｌ
中
世
小
説
に
あ
ら
わ
れ
る

女
性
と
神
仏
信
仰
ｌ

武
井
協
三

平
成
五
年
度
の
当
館
外
国
人
研
究
員

と
し
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
バ
ー

バ
ラ
・
ル
ー
シ
ュ
教
授
を
む
か
え
た
。

ル
ー
シ
ュ
教
授
を
中
心
と
す
る
共
同

研
究
は
当
館
に
お
い
て
計
三
回
開
催
さ

れ
た
。
第
一
回
は
ル
ー
シ
ュ
教
授
か
ら
、

熊
野
比
丘
尼
、
血
盆
経
、
無
外
如
大
禅

尼
な
ど
、
今
回
来
日
の
課
題
が
話
さ
れ
、

と
く
に
日
本
全
国
の
尼
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
資
料
調
査
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
た
。
第
二
回
、
第
三
回
は
石
川
力
山

氏
、
今
井
雅
晴
氏
、
徳
田
和
夫
氏
、
真

鍋
俊
照
氏
か
ら
、
ル
ー
シ
ュ
教
授
の
問

題
提
起
を
受
け
た
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深

い
発
表
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
他
、
共
同
研
究
参
加
者
に
関
西

の
研
究
者
若
干
名
を
加
え
た
メ
ン
バ
ー

に
よ
っ
て
、
関
連
す
る
見
学
会
が
金
沢

文
庫
、
京
都
東
福
寺
に
お
い
て
行
な
わ

れ
た
。こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
ル
ー
シ
ュ
教
授

が
、
今
後
の
尼
寺
調
査
の
人
脈
の
基
盤

を
得
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
副
産
物
と
し

て
京
都
の
某
尼
寺
か
ら
「
千
代
の
さ
う

し
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
大

き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

、
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評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
評
議
員
会
が
平
成
六

年
三
月
十
七
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、

委
員
会
日
誌

平
成
５
年

ｎ
月
５
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
中
部
地
区
）

ｎ
月
ｎ
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
二
回
）

ｎ
月
妬
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
九
州
地
区
）

廻
月
７
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

二
回
）

岨
月
型
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
三
回
）

平
成
６
年

１
月
”
日
大
学
院
教
育
協
力
委
員

会
（
第
一
回
）

２
月
８
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

三
回
）

２
月
加
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
二
回
）

２
月
妬
日
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
運

用
委
員
会
（
第
一
回
）

３
月
１
日
古
典
籍
総
合
目
録
委
員

会
（
第
一
回
）

彙

報

外
国
出
張

安
永
尚
志

渡
航
先

運
営
協
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
五
年
十
月
六
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、

議
事
は
、
教
官
人
事
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
三
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
六
年
三
月
八
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、

議
事
は
、
教
官
人
事
、
管
理
運
営
の
概

況
、
平
成
６
年
度
予
算
内
示
及
び
科
学

研
究
費
補
助
金
並
び
に
平
成
６
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

議
事
は
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
６

年
度
予
算
内
示
及
び
科
学
研
究
費
補
助

金
並
び
に
平
成
６
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
評
議
が
行
わ
れ
た
。

へ

目

的

連
合
王
国
・
フ
ラ
ン
ス

共
和
国
・
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国

外
国
に
お
け
る
日
本
語

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供

方
式
及
び
処
理
方
式
に

関
す
る
調
査
研
究
、
国

際
学
術
研
究
の
事
前
打

文
部
省
永
年
勤
続
者
表
彰

文
部
省
永
年
勤
続
者
表
彰
規
程
に
基

づ
き
、
次
の
方
に
表
彰
状
を
伝
達
し
、

記
念
品
と
し
て
銀
杯
を
贈
呈
し
た
。

○
平
成
５
年
ｎ
月
詔
日
付

三
上
智
（
管
理
部
会
計
課
長
）

期

間

合
せ
の
た
め

平
成
６
年
３
月
四
日
～

平
成
６
年
４
月
８
日

へ

人
事
異
動
（
平
成
５
年
９
月
～
平
成
６

年
２
月
）

○
平
成
５
年
如
月
１
日
付

（
採
用
）

野
村
龍
（
会
計
課
情
報
処
理
係
）

（
併
任
）

今
西
裕
一
郎
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

（
九
州
大
学
助
教
授
か
ら
）

（
平
成
５
年
如
月
１
日
～
平
成
６
年
３

月
釘
日
）

全些=

一己一‘篭・
召垂

婿

患織云差一
・

E'鐸
ｰ

』掌貰・両警蓉心

峠

可 賢寺

岸一子

､冨鍜
鍵

延

一
丘
里

唾
も
《
》
竜

『

［

『

認
自
ら
。

変
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本
瞥
は
、
江
戸
版
の
仮
名
草
子
で
あ

る
。
書
誌
は
次
の
と
お
り
。
大
本
四
巻

四
冊
。
【
表
紙
】
紺
色
改
装
表
紙
。
縦

二
七
糎
、
横
一
八
・
六
糎
。
【
本
文
】

匡
郭
四
周
単
辺
。
縦
二
一
・
七
糎
、
横

一
六
・
七
糎
。
半
丁
十
四
行
。
【
丁
数
】

一
之
巻
二
三
丁
（
目
録
丁
は
一
丁
の
表
の

半
丁
分
。
一
～
四
之
巻
迄
全
て
同
様
。
）
。
二
之

巻
十
六
丁
（
目
録
丁
半
丁
）
。
三
之
巻
十

三
丁
（
目
録
丁
半
丁
）
。
四
之
巻
十
五
丁

（
目
録
丁
半
丁
。
十
五
丁
め
の
裏
は
欠
損
。
）
。

【
挿
絵
】
一
之
巻
（
三
ォ
、
五
ォ
、
セ
ォ
、
九

オ
、
十
二
オ
、
十
五
オ
、
十
八
オ
、
二
十
オ
、
ニ
ニ

オ
）
二
之
巻
（
三
オ
、
五
オ
、
セ
オ
、
九
オ
、
十

一
ォ
、
十
三
ォ
、
十
五
ォ
）
三
之
巻
（
三
ォ
、
四

ォ
、
五
ォ
、
セ
ォ
、
十
ォ
、
十
二
ォ
）
四
之
巻

（
三
オ
、
五
オ
、
セ
オ
、
九
オ
、
十
一
オ
、
十
二
オ
、

十
四
ォ
）
。
す
べ
て
片
面
で
合
計
二
九
図
。

【
題
篭
】
後
補
無
辺
左
肩
「
古
今
軍
鑑

一
（
～
四
）
」
（
墨
書
）
。
な
お
国
会
図

書
館
本
の
原
題
篭
は
目
録
題
と
ほ
ぼ
同

じ
字
様
で
恩
古
今
軍
鑑
」
と
す
る
。

【
目
録
題
】
「
古
今
軍
鑑
巻
之
一
（
～

四
）
目
録
」
。
【
板
心
】
上
部
に
「
士

一
（
～
四
ご
下
部
に
丁
数
。
【
刊
記
】

「
寛
文
十
癖
歳
玄
月
吉
旦
／
通
油
町
／

新
収
資
料
紹
介
⑰
ｌ

古
今
軍
鑑

本
間
屋
」
。

さ
て
、
仮
名
草
子
の
軍
記
と
い
え
ば
、

『
信
長
記
」
・
「
大
坂
物
語
」
・
「
太
閤
記
」

と
い
っ
た
元
和
・
寛
永
期
に
刊
行
さ
れ

た
、
わ
り
と
早
い
時
代
の
作
品
が
想
起

さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
と
て
も
古

活
字
版
や
古
い
寛
永
整
版
本
で
終
わ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
太
閤

記
」
は
寛
文
二
年
、
「
信
長
記
」
は
寛

文
十
二
年
、
「
大
坂
物
語
」
に
い
た
っ

て
は
寛
文
八
・
十
一
・
十
二
年
の
版
が

あ
る
（
渡
辺
守
邦
氏
。
大
坂
物
語
」
の
諸
版
」

「
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
犯
を
参
照
）
。

さ
ら
に
、
「
古
老
軍
物
語
」
（
万
治
四
刊
）
、

「
武
者
物
語
之
抄
」
（
寛
文
九
刊
）
等
も

刊
行
さ
れ
、
寛
文
期
に
あ
っ
て
も
い
ま

だ
仮
名
草
子
の
軍
記
は
健
在
で
あ
っ
た
。

「
古
今
軍
鑑
」
は
、
先
に
も
記
し
た

ご
と
く
寛
文
十
年
の
刊
行
で
あ
る
が
、

刊
年
を
有
す
る
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

本
書
の
み
で
あ
る
。
版
面
も
刷
り
む
ら

の
な
い
安
定
し
た
墨
色
で
あ
る
。
た
だ

惜
し
む
ら
く
は
、
原
表
紙
お
よ
び
原
題

策
を
欠
き
、
各
丁
の
下
部
に
少
々
の
手

づ
れ
が
あ
る
。

各
条
の
語
り
出
し
文
句
は
、
「
古
老

軍
物
語
」
の
「
古
老
の
物
語
に
い
は
く
」

「
武
者
物
語
之
抄
」
の
「
古
き
侍
の
物

語
に
日
」
と
同
様
、
す
べ
て
統
一
さ
れ

A

て
い
る
。
本
書
の
場

合
は
「
古
士
の
物
語

に
い
は
く
」
で
あ
る
。

柱
刻
の
「
士
」
の
字

も
、
各
条
の
語
り
出

し
文
句
に
由
来
す
る

も
の
か
。

内
容
は
、
題
名
の

示
す
ご
と
く
戦
に
ま

つ
わ
る
諸
説
話
で
あ

る
が
、
武
功
誼
や
立

身
出
世
に
ま
つ
わ
る

話
だ
け
を
収
載
し
た

の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
失
敗
者
や
非
業

の
死
を
と
げ
た
者
の

話
を
以
て
、
戦
の
み

な
ら
ず
日
常
生
活
に

も
通
じ
る
教
訓
を
説

こ
う
と
す
る
性
格
が

見
受
け
ら
れ
る
。

（
文
献
資
料
部

和
田
恭
幸
）

角
一~

l ."'』

上
塔

彪
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さ
ご
ろ
も
下
巻
一
冊

室
町
物
語
。
寛
永
頃
の
丹
緑
本
。
上

巻
を
欠
き
、
下
巻
の
み
存
。
大
本
。
全

二
十
一
丁
。
絵
は
片
面
六
図
で
、
い
ず

れ
も
丹
緑
筆
彩
あ
り
。

源
平
盛
衰
記
四
十
八
巻
四
十
九
冊

延
宝
八
年
版
。
寛
文
五
年
版
と
同
版

の
絵
入
り
平
仮
名
本
で
、
目
録
以
外
の

四
十
八
冊
に
、
各
々
、
最
少
で
十
六
図
、

最
多
で
四
十
図
も
の
絵
を
有
す
る
（
全

て
一
丁
の
裏
表
を
用
い
た
片
面
図
）
。

源
平
盛
衰
記
及
び
平
家
物
語
の
諸
版
本

の
中
で
も
最
も
絵
の
豊
富
な
版
で
あ
る
。

拾
遺
愚
草
〔
中
巻
〕
写
本
一
冊

江
戸
前
期
写
か
。
鳥
子
袋
綴
。
韻
歌

百
廿
八
首
か
ら
寛
喜
元
年
女
御
入
内
御

屏
風
歌
ま
で
を
収
め
た
藤
原
定
家
の
家

集
『
拾
遺
愚
草
」
中
巻
の
み
の
零
本
。

巻
頭
目
録
一
行
目
に
「
拾
遺
愚
草
丙
」

と
あ
る
。
題
叢
下
部
を
欠
く
の
で
、
何

冊
本
だ
っ
た
か
は
不
明
。
識
語
・
奥
書

の
類
は
な
い
。
「
楽
口
軒
珍
襲
」
「
草
韻

普
聞
裏
是
吾
家
」
の
印
記
が
あ
る
。

九
代
抄
写
本
一
冊

後
撰
集
か
ら
続
後
撰
集
ま
で
の
九
代

の
勅
撰
集
か
ら
一
五
○
○
首
を
選
ん
だ

肖
柏
撰
の
秀
歌
選
。
題
篭
・
内
題
・
奥

書
・
蔵
書
印
の
類
は
一
切
な
い
が
、
峡

新
収
和
古
書
抄
ｌ
平
成
五
年
Ｉ

外
題
に
「
伝
岩
山
道
堅
筆
足
利
末
期

古
写
本
」
と
あ
る
。

名
所
三
百
首
紗
刊
本
一
冊

後
代
の
名
所
題
詠
の
規
範
と
な
っ
た

順
徳
天
皇
主
催
の
建
保
三
年
内
裏
名
所

百
首
の
十
二
名
の
作
者
中
か
ら
、
順
徳

院
・
定
家
・
家
隆
の
三
人
の
百
首
か
ら

な
る
建
保
名
所
三
百
首
に
、
紹
巴
、
昌

叱
が
注
を
つ
け
た
「
建
保
名
所
三
百
首

抄
」
の
刊
本
。
摺
り
の
よ
い
美
本
。

「
千
時
天
和
三
癸
亥
歳
中
夏
片
山
三
右

衛
門
開
板
」
の
刊
記
が
あ
る
。

和
歌
色
葉
写
一
冊

室
町
写
。
二
三
・
一
×
一
九
・
一
糎
。

楮
紙
袋
綴
（
七
穴
）
。
墨
付
八
一
丁
。

一
面
八
～
二
行
。
上
巻
の
み
の
端
本

で
、
「
文
安
四
年
八
月
上
旬
吉
日
藤

原
高
俊
（
花
押
こ
の
書
写
奥
書
が
あ

る
。
古
紗
本
の
中
で
は
京
大
本
・
関
大

本
と
最
も
近
い
性
格
を
示
し
て
い
る
か

の
如
く
で
あ
る
。

長
秋
詠
藻
写
一
帖

近
世
初
期
写
。
二
三
・
三
×
一
六
・

六
糎
。
斐
紙
列
帖
装
。
表
紙
は
斐
紙
、

金
泥
で
山
水
・
植
物
・
雲
霞
文
様
を
描

く
。
見
返
し
藍
雲
型
。
五
括
り
三
三
紙

で
、
墨
付
六
四
丁
。
一
面
一
○
行
、
一

首
一
行
書
き
。
歌
集
原
型
と
右
大
臣
家

へ

百
首
の
間
に
寛
喜
元
年
の
定
家
識
語
。

巻
末
に
「
先
師
黄
門
為
相
世
公
奥
書
」

と
す
る
識
語
あ
り
。
本
文
の
性
質
は
冷

泉
家
本
に
拠
っ
た
第
二
類
第
一
種
本
の

性
質
を
ほ
ぼ
示
す
が
、
右
大
臣
家
百
首

は
第
二
種
へ
の
移
行
の
傾
向
を
う
か
が

わ
せ
て
い
る
。

詞
花
和
歌
集
写
一
帖

近
世
中
期
写
。
二
五
×
一
八
・
二
糎
。

斐
紙
列
帖
装
。
紺
無
地
表
紙
。
見
返
し

銀
箔
を
撒
く
。
墨
付
八
三
丁
。
一
面
一

一
行
、
一
首
一
行
書
き
。
奥
瞥
は
無
く
、

裏
見
返
し
に
「
芳
川
柳
塘
蔵
」
と
墨
書
。

精
撰
本
系
統
だ
が
、
賀
部
に
初
度
本
か

ら
の
移
行
の
痕
跡
の
二
首
の
他
に
良
通

歌
一
首
が
混
入
し
て
い
る
。

平
戸
藩
謡
史
料
江
戸
末
写
九
冊

九
州
平
戸
松
浦
藩
の
能
楽
資
料
。
藩

内
で
演
じ
る
難
子
の
曲
を
定
め
た
も
の
。

中
の
数
点
は
「
御
楽
舞
方
」
等
の
印
が

あ
り
、
松
浦
史
料
博
物
館
本
と
正
本
副

本
の
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
各
冊

の
内
容
は
以
下
の
通
り
〕
害
塑
念
澤
匡
（
二

点
）
・
『
嘉
七
追
加
」
・
「
平
戸
離
子
組
明

細
書
大
成
」
・
『
平
戸
六
拾
番
小
謡
上
」

（
三
点
）
・
「
平
戸
六
拾
番
小
謡
下
」
（
二

占
讐
。

う
け
ら
が
は
な
第
二
編
巻
一
一
冊

加
藤
千
蔭
の
歌
文
集
続
編
の
撰
者
一

柳
千
古
（
千
蔭
弟
子
）
自
筆
稿
本
。
巻

へ

一
（
春
夏
歌
）
の
み
。
短
冊
状
紙
片
を

台
紙
に
貼
り
並
べ
、
歌
集
編
纂
の
方
法

を
伺
わ
せ
る
。
散
見
さ
れ
る
藍
筆
は
文

化
五
年
刊
本
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

古
俳
譜
短
冊
貼
交
屏
風
六
曲
一
双

宗
因
（
西
翁
・
梅
翁
）
、
未
得
、
ト

養
、
立
圃
、
調
和
、
湖
春
、
可
全
、
蝶
々

子
、
昌
陸
、
昌
純
な
ど
、
貞
門
・
談
林

及
び
そ
の
周
辺
の
俳
人
・
連
歌
師
達
の

短
冊
一
○
六
枚
（
古
筆
極
札
を
付
す
も

の
あ
り
）
を
貼
り
交
ぜ
に
し
た
も
の
。

慧
斎
北
尾
政
美
画
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

十
一
点
十
五
冊
。
北
尾
政
美
の
絵
入

版
本
を
集
め
る
。
内
容
は
、
絵
本
孝
経

上
下
、
百
人
一
首
、
葱
斎
鹿
画
初
二
編

（
合
羽
刷
）
、
薫
斎
略
画
式
（
彩
色
）
、

薫
斎
画
譜
（
彩
色
）
、
諺
画
苑
（
彩
色
）
、

人
物
草
花
魚
貝
略
画
（
彩
色
）
、
鳥
獣

略
画
式
（
彩
色
）
、
諸
職
画
鏡
鑑
、
山

水
略
画
式
（
彩
色
）
、
心
機
一
仏
上
中

下
。
小
笹
喜
三
蒐
集
印
譜

長
ら
く
陽
明
文
庫
主
事
を
勤
め
ら
れ

た
小
笹
喜
三
氏
は
書
誌
学
者
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
氏
が
永
年
に
わ

た
っ
て
蒐
め
ら
れ
た
印
譜
が
数
千
点
、

一
括
し
て
職
入
さ
れ
た
。
整
理
済
み
の

も
の
、
未
整
理
の
も
の
、
研
究
メ
モ
等

区
々
で
あ
る
が
、
時
間
を
か
け
て
整
理

を
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。
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’案 内 図 二令呂

■住所〒142

東京都品川区豊町1-16-10

03-3785-7131

03-3785-7051

電話番号

FAX番号
上野

東京中央線

新
宿

都営地下鉄浅草線

量葬篝品川品川五反田

一

へ

戸

（
）

戸
を
〃
Ｌ
生
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◆
所
蔵
目
録
刊
行
の
ご
案
内

こ
の
た
び
『
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
」

お
よ
び
「
逐
次
刊
行
物
目
録
」
の
最
新

版
を
刊
行
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま

す
。
Ｈ
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
録
一
九
九
三
年
」
（
第
Ｗ
冊
）

こ
の
目
録
に
は
、
二
六
所
蔵
者
（
文

庫
）
分
、
七
、
六
四
一
点
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
七
所
蔵
者
（
文

庫
）
が
、
今
回
新
た
に
収
録
さ
れ
た
も

の
で
す
。

収
録
所
蔵
者
（
文
庫
）
は
、
次
の
と

◆
岩
国
徴
古
館
の
サ
ー
ビ
ス
区
分
変
更

に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
岩
国
徴
古
館
（
文
庫
番
号

⑲
）
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
サ
ー
ビ
ス
区

分
は
、
「
Ｃ
」
（
文
献
複
写
の
際
事
前
許

可
が
必
要
）
で
し
た
が
、
格
別
の
ご
配

慮
に
よ
り
「
Ｂ
」
（
紙
焼
写
真
・
電
子

複
写
可
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
に
該
当
す
る
岩
国
徴
古

館
の
資
料
は
『
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
一

九
七
八
年
」
（
第
２
冊
）
お
よ
び
『
同

一
九
九
一
年
』
（
第
妬
冊
）
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。 利

用
者
へ
の
お
知
ら
せおり

で
す
。
（
＊
印
は
新
規
収
録
分
）

文
庫
伽
所
蔵
者

加
宮
内
庁
書
陵
部

妬
東
京
都
立
中
央
図
書
館

妬
酒
田
市
立
光
丘
文
庫

詔
東
洋
文
庫

鵠
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

弱
陽
明
文
庫

的
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

卵
八
戸
市
立
図
書
館

的
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）

脳
西
尾
市
立
図
書
館
（
岩
瀬
文
庫
）

剛
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
（
北
岡

文
庫
）

鰯
ご
己
ぐ
閂
凰
ご
具
○
巴
篤
。
ｇ
旨
》

、
の
門
戸
巴
の
鵠

測
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館

加
大
和
文
華
館

珊
弘
前
市
立
図
書
館

剛
金
沢
市
立
図
書
館
（
稼
堂
文
庫
）

棚
茨
城
県
立
歴
史
館

抑
＊
広
島
市
立
中
央
図
書
館
（
浅
野

文
庫
）

棚
＊
金
沢
市
立
図
書
館
（
藤
本
文
庫
）

Ⅷ
＊
大
倉
精
神
文
化
研
究
所

弧
＊
熊
本
大
学
教
育
学
部

棚
＊
福
島
県
立
図
書
館

拙
夢
望
庵
文
庫

へ

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
者
目
録
（
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
）
の
利
用
に
つ
い
て

明
治
以
降
に
出
版
さ
れ
た
活
字
本
お

よ
び
影
印
本
の
目
録
は
、
現
在
、
カ
ー

ド
目
録
と
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
者
目
録

（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の
併
用
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
検
索
の
際
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
順
次
カ
ー

ド
目
録
の
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

入
力
し
て
い
ま
す
の
で
、
将
来
的
に
は

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
端
末
で
、
す
べ
て
検
索
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
新
規
に
指
定
さ
れ
た
貴
重
書
の
ご
紹

介当
館
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
特
に
資
料

的
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を

獺
＊
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館

刻
後
藤
重
郎

池
＊
永
井
義
窓

口
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
刊
行

物
目
録
一
九
九
四
年
」

既
刊
の
一
九
九
二
年
版
（
第
蛎
版
）

に
続
い
て
、
一
九
九
三
年
一
二
月
ま
で

に
収
集
し
た
逐
次
刊
行
物
の
累
積
目
録

で
収
録
誌
数
は
三
、
六
七
二
誌
で
す
。

/ー、

◆
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
の
市
販
に
つ
い

て
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
録
一
九
九
二
年
（
縮
刷
版
）
」

（
第
蝿
冊
）
が
笠
間
書
院
よ
り
刊
行
さ

れ
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
（
定
価
六
、
五

○
○
円
）
。
当
館
で
発
行
し
て
い
る
分

は
、
部
数
に
限
り
が
あ
り
、
一
部
の
機

関
に
し
か
配
布
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
の
で
、
こ
の
縮
刷
版
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

選
ん
で
、
貴
重
書
に
指
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
、
次
の
三
点
が
新
た
に

貴
重
書
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
当
館
の
貴
重
書
は
計
八
○
点

に
な
り
ま
し
た
。

。
『
秋
篠
月
清
集
」
（
写
・
一
冊
）

．
『
万
葉
見
安
・
万
葉
集
註
釈
」
（
写
・

六
冊
）

．
「
山
本
家
古
筆
古
版
資
料
」

な
お
、
貴
重
書
の
閲
覧
に
は
、
事
前

に
「
貴
重
書
等
閲
覧
許
可
願
」
（
要
押

印
）
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
原
本
保
存
の
た
め

紙
焼
写
真
本
を
順
次
作
成
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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1331@6月4日③國學院大學

説話・伝承学会①〒602京都市上

京区今出川通烏丸東入同志社大学

国文学研究室内075-251-3421②

5月1～3日③高野山大学

説話文学会①〒228相模原市文京

2-1-1相模女子大学学芸学部国文

学科0427-42-1411②6月25.26日

③相模女子大学

全国大学国語国文学会①〒101千

代田区猿楽町2-2-6畑山ビル㈱お

うふう気付03-3294-0857@6月

11･12日③二松学舎大学

中古文学会①〒156世田谷区桜上

水3-25-4O日本大学文理学部国文

学研究室内03-3329-1151@5月

28．29日③白百合女子大学

中世文学会①〒154世田谷区駒沢

1-23-1駒澤大学文学部国文学研

究室内03-3418-9240@5月21~

23日③法政大学

日本演劇学会①〒169新宿区西早

稲田1-6-l早稲田大学演劇博物館

内03-3203-4141内71-5218@5

月28.29日③慶応義塾大学

日本音声学会①〒101千代田区猿

楽町1-3-103-3292-1718@9

月24．25日③同志社大学

日本近世文学会①〒171豊島区目

白l-5-1学習院大学日本語日本文

学科諏訪春雄研究室内03-…-0221

内5766②5月28～30日③山形大

学

日本近代文学会①〒113文京区本

郷7-3-1東京大学文学部国文学研

究室内03-3812-2111内3818事

務取扱①〒113文京区本駒込5-16-9

学会センタービル日本学会事務セン

ター内03-5814-5810②5月21･22

日③東京大学

日本口承文蕊學會①〒192-03八

王子市南大沢1-1東京都立大学中

国文学研究室内0426-77-2145@

6月4．5日③金沢工業大学

日本国語教育学会①〒112文京区

大塚3-29-1日本教育研究連合会

第3研究室内03-3941-3420@8

月6．7日③6日筑波大学附小・

中・7日国立教育会館

社団法人日本語教育学会①〒107

港区赤坂1-8-10第9興和ビル内03

-3584-4872～3②5月28.29日

③早稲田大学

日本児童文学学会①〒263千葉市

稲毛区弥生町1－33千葉大学教育

学部国語科佐藤宗子研究室気付043

-290-2538②11月12～14日③

大阪国際児童文学館

日本社会文学会①〒10l千代田区

三崎町2-3ア1日本大学法学部寒河

江・栗栖研究室03-5275-8764②

6月11～12日③早稲田大学

日本文学協会①〒17O豊島区南大

塚2-17-1003-3941-2740@7

月3日③神戸大学発達科学部

日本文学風土学会①〒214川崎市

多摩区東三田2-1-1専修大学文学

部国文学科内044-911-1036②6

月18.19日③専修大学

日本文芸研究会①〒980仙台市青

葉区川内東北大学文学部国文学研

究室内022-222-1800内2503@6

月11.12日③東北大学

日本文体論学会①〒110台東区下

谷1-5-34三修社内03-3842-1711

②6月18.19日③桜美林短期大

学

日本方言研究会①〒192-03八王

子市南大沢1－l東京都立大学国

語研究室内日本方言研究会幹事

0426-77-2135①〒115北区西ケ丘

3-9-14国立国語研究所気付日本

方言研究会幹事03-3900-3111@

6月3日③東京外国語大学

俳文学会①〒192-03八王子市大

塚359帝京大学文学部森川昭研究

室内0426-76-8211

仏教文学会①〒654神戸市須磨区

東須磨青山2－1神戸女子大学D館

301号石原研究室内078-731-4416

①〒141品川区大崎4-2-16立正大

学文学部今成研究室内03－5487

－3292②6月4～6日③大谷大

学

美夫君志会①〒466名古屋市昭和

区八事本町101-2中京大学文学部

国文学研究室内052-832-2151@

7月23.24日③中京大学文学部

和漢比較文学会①〒657神戸市灘

区六甲台町1－l神戸大学文学部合

同研究室内078-881-1212

平成6年度

春季学会
①事務局②学会開催日③会場

口
’ 解釈学会①〒101千代田区神田神

保町2-46教育出版センター内03-

5394-1203@8月26日③国文学

研究資料館

歌舞伎学会①〒169新宿区西早稲

田1－6－l早稲田大学演劇博物館内

03-3203-4141内71-5218@7月

31日③江戸東京博物館

訓点語学会①〒192-03八王子市

東中野742-1中央大学文学部国文

学研究室内0426-74-3789@6月

3日③東京大学山上会館

芸能史研究会①〒606京都市左京

区浄土寺真如町77紫雲荘6号室07

5-781-8718@6月12日③京大

会館

国語学会①〒113文京区本郷7-3

－1東京大学文学部国語研究室内

03-3812-2111@6月4･5日③

東京大学

古事記学会①〒150渋谷区東4-10

－28國學院大學文学部日本文学第

2研究室②6月18～20日③就実

女子大学

上代文学会①〒102千代田区紀尾

井町7-1上智大学文学部国文学研

究室内03-3238-3637②5月21～

23日③徳島文理大学香川校

昭和文学会①〒10l千代田区猿楽

町2-2-5笠間書院内03-3295-

伸、

I

内
一

’
1
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